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は じ め l乙

「子ども時代を失った子どもたち」は、アメリカの女性ジャーナリスト、マリー

・ウィンが著した話題の本です。子どもたちの変わりょうは、各国で状況の違いが

あっても、いわゆる先進国で共通の問題でしょう。そして、子どもどうしが智恵を

出し合いながら触れ合う遊び（子どもの文化）の大切さが、各方面で訴えられるよう

になりました。

今日、子どもばかりではなく、若者も大人も、人聞としての生きる力が危なくな

っているように思います。物の豊かさに慣れ、商業文化に支配され、変質した家庭

や地域、あるいは特定の尺度による教育の中で、子どもたちは追いつめられ、大人

も同じように現代社会の中であえいでいるのではないでしょうか。今夏、十数年ぶ

りに訪れた沖縄や奄美でも、文明が本来の文化を変質させようとしているのではな

いかと感じました。

子どもの教育がさまざまな問題をかかえている時、本園では、私も含めて半数以

上が新しいメンバーに入れ替わりました。長年積み重ねてきた「ひとりひとりを生

かす保育Jを土台としながらも、教育の原点lζ立ち帰り、私たちは何をしなければ

ならないかを探っています。前に本国の園長をされていた上田順一先生は、 「個の

深まりは集団への拡がりでなくてはならないjと申されました。 「集団」を「人間

らしい連帯」と置き換えてみますと、子どもの教育は、私たち自身の生き方や文化

を問い直す乙とから始めなければならないのではないかと思います。

乙こには、今日 iζ至る研究の歩みと日常の保育の実践をまとめました。特lζ、本

年度の課題としている保育者の指導性について、いろいろとど教示をいただければ

幸いです。

昭和 61年 9月

島根大学教育学部附属幼稚園長

永 田 栄
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